









































プログラムの登録留学生数は 2012 年度春学期で 35 名、開講クラス数は 4 レベルで 13 コマ（初
級８コマ、中級３コマ、中上級２コマ）の小規模なプログラムである。留学生の国籍は 10 カ国
（中国 13、韓国 3、パキスタン 4、インドネシア 4、エジプト 4、ベトナム 3、ブラジル 1、モン
ゴル 1、バングラデシュ 1、アメリカ 1）と多言語、多国籍にわたり、非漢字圏の留学生が半数を
超える。留学生センターの研修コースや日本語学校などで予備教育を修了した学生は 4 名であり、
全て中級から中上級に在籍する。即ち、35 名中 31 名（88.6%）が０レベルで本コースに入った




































2012年 1月、アメリカ評価学会（American Evaluation Association）のメンバーである外部評価者を
迎えて、第１回エンパワメント評価会議を実施した。会議にはこのプログラムを担当する５名の教員
が参加し、その他２名の外部共同研究者が会議を参観して、記録を行った。 



































第３回エンパワメント会議で、コーディネータから、初級 A クラス（週 5 コマ）と初級 Bクラス（週












② 2011 年度秋学期に（改革直前の学期）初級 A クラスを修了した B レベルの学習者の為に 1 日 2
コマを当て、新 A クラスが追いつくのを待つクラスをつくる。 












































過去の B 修了時テストの技能領域別の得点を 20 点満点に標準化して比べてみたのが、以下の表とレ
ーダーチャートである。      
                      図１） 










2011 春 B  N=7 14.7 13.0 14.9 12.0 
2011 秋 B  N=9 13.6 15.6 13.5 18.6 















修了した ABクラスの学習者 11 人全員から、次頁表２）のようなコメントが寄せられた。 
 A と B を学期で分けて元のように初級を 1 年かけて修了する方がよいという意見が３件あったが、






ポイント コメント 件 
A と B に分けて 1 年がい
い 
I think it's better to separate the level A and B to different semester, because first 
time we have to learn new subject of our new ?? in the laboratory/ My opinion is 
that the best for the Japanese course (A +B Class) to persist for one year in order to 
have enough time to study and do my experiments in my lab/ I spent many times to 
repeat A class lessons and just had a short time to understand B class lessons. It's 




This course is very good it is very interesting that we learn all the
forms/ This  semester is suitable for me, and it is very useful and interesting. ２ 
どちらでも研究が忙しい
ので出席できない 
I'd like to take lessons twice a week, too condense classes, a little bit pressure for 




It will be better to give new vocabularies＆verbs as homework./ this kind of course 
is good but my opinion more emphasis should be paid on speaking to learn grammar 
is good but more efforts should be paid on speaking rather than on learning deep 
grammar/ Do practice in paper form./ Now, I'm relearning  B class. But I think I'm 
still not so good at Japanese, so I will continue to learn B class again. 
４ 




て修了できなかった 1 名は、今学期の Bの学生のように前半週１回、後半週３-４回で、以前のコース
と同様１年かけて、来学期に初級を修了することができる。 
また、以前の A 修了学生で、しばらく来なかった学生が２名戻って来て、B レベル学生と同様のク
ラスの取り方でコースに参加して、B レベルを修了した。毎日展開している今学期の初級は、以前の
ように B の曜日が週 2 回に限定されているわけではないので、２人はそれぞれ違う曜日を週１－２回
とることで、ようやく B レベルを修了した。毎日展開している初級クラスでは自分の都合に合わせて













自己評価票の結果から、2012 年度春学期の AB 修了学生の事後の自己評価の総合平均は、2011 年度
秋学期の B 修了者（2012年度春学期 C の事前）の総合平均をわずかに上回っている。 
表３） 2012春学期各クラスの自己評価平均（事前／事後） 












 N=11 事後 2.4 2.4 1.8 1.8 2.2 2.1 
C クラス C 平均 聴く 話す 読む 書く 社会相互活動 総合平均 
 N=5 事前 2.3 2.2 2.0 1.6 1.9 2.0 
  事後 2.3 2.3 2.5 2.2 2.6 2.4 
D クラス D 平均 聴く 話す 読む 書く 社会相互活動 総合平均 
 N=3 事前 2.5 2.2 2.5 2.2 2.3 2.3 










 また、2012 年度春学期の AB 修了者の事後の各領域別平均点は、2011 年度秋学期の B 修了者（C の
事前）の領域別平均を、5領域中、「読む」以外の 4項目で上回り、少なくとも遜色ない評価を得てい
ると言える。ABクラスの「聴く」「話す」「書く」「社会・相互活動」の評価の好スコアは、初級 ABを
会話クラスでは A と B に分けて小クラスとし、活動型会話クラスを各レベルに週１回で計２回きめ細
かく実施したことによる成果だと思われる。第５回エンパワメント評価会議で春学期のコース改革の
検討をした結果、この達成により 2012年度秋学期も初級は統合コース編成で実施することを決定した。 


























































































































































































































































5. Nは Numberで回答数、M は Mean で平均値、SDは標準偏差である。「全くかかわっていない」から
「深くかかわっている」までの 4段階で最小を 1 ポイント、最大を 4ポイントで評定した。 
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